
学校教育目標 夢と志をもち，今を大切に生きる児童・生徒の育成 

 

 

 

 

                         

 

 

 「探究的な学習の在り方に関する研究推進地域事業」２年目の本格的な 

スタートに向けて，第１回推進協議会を６月９日（木）に開催しました。 

本校の身に付けさせたい資質・能力で 

ある，「主体性」「協働性」につ 

いて，各グループで協議しまし 

た。協議内容を参考に改善し， 

完成したものが以下の表になり 

ます。変わっているところは， 

朱書きの部分になります。これ 

からの探究的な学習で，児童・ 

生徒に育成すべき，メインの資 

質・能力になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 改訂のポイントは，資質・能力の段階を学年ではなく，レベルで分けたところです。なぜなら同じ学

年でも，資質・能力に個人差があるためです。そして，他の資質・能力で段階分けしていたところを，

考え方で段階分けをしました。昨年度のものより，より率直に「主体性」「協働性」を見取ることがで

きるよう，シンプルにしました。この資質・能力を育成することができるように，単元ストーリーや導

入時指導案の作成をよろしくお願いいたします。 

 

 

 第１回推進協議会には，広島県教育委員会 義務教育指導課 小坂 

弘尚 指導主事，西部教育事務所 横岡洋子 指導主事，東広島市教育 

委員会指導課 花岡拓也 指導主事に来校いただき，小坂指導主事に 

講話をしていただきました。その中で，授業づくりのポイントについて紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元構成は「経験単元」が原則！              の順序で単元を生み出す。 

 主体的な活動と資質・能力の育成の両面について考え，単元づくりを進めてください。 

 

子ども→活動の段階のポイント 

 児童・生徒の関心や疑問から，主体的で粘り強

い探究活動を生み出すにはどうすればよいか？ 

活動→内容の段階のポイント 

児童・生徒主体の探究活動において，教師が意図した

学習を効果的に生み出すにはどうすればよいか？ 

進歩とは 

反省の厳しさに 

正比例する。 
本田宗一郎（ＨＯＮＤＡ創業者） 

 推進協議会では「主体性」，「協働

性」のルーブリックについて真剣に協

議していただき，ありがとうございま

した。昨年の経験をもとに厳しく見直

すことで，児童・生徒の実態にあった

よりよいものができたと思います。活

動を通して育成しましょう！ 

先達の言葉 

本校の身につけさせたい資質・能力「主体性」「協働性」が決定しました！ 

 

〇各グループに作成して 

いただきたいもの 

  ・単元ストーリー 

  ・導入時指導案（本時案） 

 

６月１７日（金）単元ストーリー締切 

    ※小３・４は２２日締切 

６月２０日（月）導入時指導案作成 

     ※並行して，FIT と各ブロックで 

単元ストーリー検討・修正 

 ６月２３日（木）導入時指導案について， 

      FIT と各ブロックで検討・修正 

 

 ☆彡２９日（水）以降に「導入」実施 

研究２年目「本物の探究」に向けて 

児童生徒の 

具体的な 

活動を単位に， 

単元を構成 

活動を通して 

資質・能力 

を育成 

する点 

PBL（プロジェクト型学習）

を参考に！ 

・「答え（ひとつの解）の 

ない問い」を扱う学習 

・実生活，実社会の課題を

解決する学習 

・社会へ還元する学習 

資質・能力の設定 

全体計画 

年間指導計画 

指導案 

単元のルーブリック 

など 

 
教材研究 
の必要性 
がある！ 


